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日本の ISDN サービスにおいて利用されている TCM 方式（ITU-T 勧告 G.961 Appendix III）
による伝送信号は、高調波のノイズも入れると完全に ADSL の周波数帯に重なる。そのため、
同じカッドあるいは隣接カッドに ISDN 回線があると、ADSL は干渉を受け速度低下等の問
題が発生する。そのため TCM 方式を利用する既存の ISDN DSU に 320kHz 超の高周波成分
をカットするフィルターを取り付ける（内蔵または外付け）ことにより、ADSL 回線への干
渉を低減することを提案する。 
尚、本方式に関しスペクトル適合性計算を弊社において実施中であり、その結果が出しだ
い、本方式のスペクトル適合性確認を依頼する予定である。 
 
以下に当アイデアの動作イメージを示す。 
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同一/隣接カッド内にADSL回線 
とISDN回線が存在している場合、 
ISDNからの干渉によりADSLの 
速度低下等の問題が生じる。 

ISDN回線

ADSL回線

 
 

図１ 既存 ISDN 回線からの ADSL への干渉 
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ISDN信号の320kHz以上の高周 
波成分をフイルターによりカットす 
ることによりADSL回線への干渉 
を減らすことが可能。 
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図２ DSU へのフィルター導入による ADSL 回線への干渉対策 
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